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意見・要望を町政に反映

平成20年度町政座談会開催
意見・要望を町政に反映

平成20年度町政座談会開催

　町民の皆様の町政に対する理解をより深めていただく場として、毎年1回町政座談
会を開催しています。今年度は町内の自治会長の皆さん119名が一堂に会し、6月15日、
カルチャープラザ仁多で町政に対する様々な意見・要望について岩田町長をはじめ
執行部と話し合いました。
　今回は、各地区から出された重点意見・要望及び町からの回答を要約してお知ら
せします。

︻
布
勢
地
区
︼

問
１
　
尾
原
ダ
ム
建
設
に
伴
う
地

問
１
　
尾
原
ダ
ム
建
設
に
伴
う
地

区
住
民
の
生
活
環
境
に
つ
い
て

区
住
民
の
生
活
環
境
に
つ
い
て

問
⑴
　
県
道
玉
湯
吾
妻
山
線
沿
い

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
の
位
置
を

早
急
に
決
定
し
て
頂
き
、
交
流
拠

点
と
し
て
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で

き
る
交
流
施
設
の
建
設
を
お
願
い

し
ま
す
。

答
⑴
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
の
位

置
に
つ
い
て
は
、
主
要
地
方
道
玉

湯
吾
妻
山
線
か
ら
尾
原
ダ
ム
に
入

る
佐
白
北
原
線
入
口
に
適
当
な
用

地
が
な
い
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

ダ
ム
に
向
か
っ
て
左
側
の
墓
の
下

の
平
地
し
か
適
地
が
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
地
元
で
も
、
適
当

な
場
所
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
下
さ

い
。
　
　
　
　
　
︵
地
域
振
興
課
︶

問
⑵
　
オ
ロ
チ
神
話
を
伝
承
す
る

た
め
、
昨
年
神
楽
振
興
協
議
会
が

発
足
し
、
十
二
月
に
神
楽
社
中
を

設
立
し
ま
し
た
。
現
在
、
十
数
名

の
団
員
が
毎
週
練
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
仁
多
乃
炎
太
鼓
に
続
く
新

し
い
郷
土
芸
能
へ
の
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
佐
白
地
内
に
あ
る
長
者

屋
敷
跡
や
鏡
の
池
な
ど
古
事
記
や

日
本
書
記
に
記
述
さ
れ
て
い
る
伝

説
地
の
整
備
や
看
板
等
の
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

答
⑵
　
今
後
も
補
助
金
の
交
付
等

の
支
援
を
行
う
考
え
で
す
。

　
な
お
、
長
者
屋
敷
跡
や
鏡
の
池

等
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ふ

る
さ
と
づ
く
り
助
成
事
業
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
ご
検
討
下
さ
い
。

問
⑶
　
旧
八
坂
神
社
付
近
の
整
備
、

ダ
ム
湖
の
展
望
施
設
、
残
土
処
理

場
の
利
用
方
策
な
ど
に
つ
い
て
は
、

地
元
と
十
分
協
議
の
上
、
整
備
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

答
⑶
　
周
辺
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
元
協
議
会
の
検
討
結
果
を

尊
重
し
、
尾
原
ダ
ム
完
成
ま
で
に

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
︵
地
域
振
興
課
︶

問
２
　
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

問
２
　
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
執
行

を
行
な
う
た
め
、
新
町
建
設
計
画

を
見
直
し
、
合
併
特
例
債
を
有
効

に
活
用
し
て
新
庁
舎
の
建
設
を
是

非
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
要
望

し
ま
す
。

答
２
　
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

三
成
地
区
、
亀
嵩
地
区
、
三
沢
地

区
か
ら
も
同
様
な
要
望
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
分
庁
方
式

で
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
行

政
執
行
上
非
効
率
で
、
無
駄
な
支

出
も
多
く
、
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

の
抜
本
的
な
見
直
し
議
論
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、
庁
舎
建
設
は
、
合
併
前

ま
で
は
全
額
純
町
費
で
建
設
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
合
併
後
十
年
以

内
に
建
設
し
た
場
合
は
、
実
質
六

十
六
・
五
　
が
補
助
さ
れ
る
合
併

特
例
債
で
建
設
す
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
町
の

合
併
特
例
債
は
六
十
一
億
六
千
万

円
の
枠
が
あ
り
、
平
成
二
十
年
度

末
ま
で
に
十
三
億
余
を
事
業
に
充

て
、
約
四
十
八
億
円
が
残
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
の
庁
舎
建
設

の
投
資
起
債
額
は
留
保
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解

を
得
、
建
設
に
つ
い
て
検
討
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
総
務
課
︶

問
３
　
消
防
設
備
に
つ
い
て

　
消
火
栓
内
の
排
水
不
良
に
よ
っ

て
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
状
態
の
箇

所
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
消
火
栓
が
あ
っ
て
も
ホ

ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
箇
所

や
水
漏
れ
す
る
ホ
ー
ス
が
あ
り
、

何
ら
か
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
更
に
、
防
火
貯
水
槽
、
消
火
栓

付
近
及
び
進
入
道
路
の
除
雪
に
つ

い
て
は
、
万
全
な
対
応
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

答
３
　
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

地
元
受
益
者
の
方
に
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



ま
た
、
除
雪
に
つ
き
ま
し
て
も

地
元
消
防
団
、
自
治
会
等
で
引
き

続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
消
火
栓
の
使
用
方
法
に
つ

い
て
は
、
後
日
周
知
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
総
務
課
︶

　
消
火
栓
に
つ
い
て
は
、
初
期
消

火
に
は
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
ご
指
摘
の
消
火
栓

の
排
水
不
良
等
の
箇
所
に
つ
い
て

は
、
順
次
町
内
の
点
検
を
実
施
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
︵
水
道
課
︶

︻
三
成
地
区
︼

問
１
　
人
材
育
成
に
つ
い
て

問
１
　
人
材
育
成
に
つ
い
て

　
現
在
、
奥
出
雲
町
で
は
職
員
の

人
材
育
成
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し

て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
次
の
よ
う
な
人
材
育
成
策
を
提

案
し
ま
す
の
で
ご
検
討
下
さ
い
。

問
⑴
　
課
長
等
へ
の
権
限
の
移
譲

問
⑵
　
提
案
制
度
の
設
立
等

問
⑶
　
職
員
の
出
向
に
よ
る
人
事

　
　
　
交
流

問
⑷
　
労
働
組
合
と
の
良
好
な
関

　
　
　
係
の
構
築

答
⑴
　
課
長
等
へ
の
権
限
の
移
譲

に
つ
い
て
は
、
事
務
執
行
規
則
に

基
づ
き
専
決
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
も
、
事
務
の
効
率
化
・

ス
リ
ム
化
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

迅
速
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

答
⑵
　
提
案
制
度
に
つ
い
て
は
、

職
員
に
は
、
問
題
意
識
を
持
っ
て

仕
事
に
取
り
組
む
よ
う
指
導
し
、

町
政
に
対
す
る
政
策
提
案
が
常
に

で
き
る
立
場
に
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

答
⑶
　
職
員
の
出
向
に
よ
る
人
事

交
流
に
つ
い
て
は
、
本
年
四
月
か

ら
総
務
省
及
び
農
林
水
産
省
か
ら

二
名
の
職
員
を
派
遣
い
た
だ
き
、

本
町
か
ら
も
農
林
水
産
省
へ
職
員

一
名
を
派
遣
す
る
人
事
交
流
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
十
九
年
四
月
か
ら

は
島
根
県
か
ら
一
名
の
派
遣
職
員

と
二
名
の
駐
在
職
員
に
お
い
で
い

た
だ
き
、
ま
た
、
本
年
四
月
か
ら

は
、
農
業
振
興
課
内
に
県
農
業
普

及
部
奥
出
雲
町
担
当
の
席
を
設
け

る
な
ど
の
人
事
交
流
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

答
⑷
　
職
員
組
合
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
合
併
後
、
旧
両
町
の
職

員
給
与
の
調
整
を
行
い
、
給
与
が

低
い
町
に
合
わ
せ
て
引
下
げ
を
行

い
ま
し
た
。
職
員
組
合
は
不
当
労

働
行
為
救
済
申
し
立
て
を
行
い
ま

し
た
が
、
引
下
げ
て
調
整
す
る
和

解
が
成
立
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ

の
後
、
町
職
員
組
合
の
役
員
も
交

代
を
行
う
な
ど
、
現
在
は
良
好
な

関
係
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　(

総
務
課
︶

問
２
　
ま
め
で
に
ぎ
や
か
な
町
づ

　
　
く
り

問
⑴
　
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

問
ア
　
一
般
家
庭
用
の
基
本
額
に

世
帯
の
人
数
が
加
算
さ
れ
て
い
ま

す
。
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て

未
就
学
児
童
の
下
水
道
使
用
料
の

無
料
化
を
ご
検
討
下
さ
い
。

問
イ
　
第
三
子
を
出
産
し
た
場
合

百
万
円
、
第
四
子
以
降
は
百
五
十

万
円
の
出
産
祝
い
金
を
支
給
し
て

下
さ
い
。

答
ア
　
現
在
、
仁
多
地
域
、
横
田

地
域
の
下
水
道
料
金
の
統
一
に
向

け
て
奥
出
雲
町
下
水
道
料
金
審
議

会
に
お
い
て
、
慎
重
な
審
議
を
頂

い
て
い
る
状
況
で
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
水
道
課
︶

答
イ
　
出
産
祝
い
金
支
給
制
度
に

つ
い
て
は
、
県
内
大
部
分
の
市
町

村
で
廃
止
さ
れ
、
実
施
を
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
、
実
施
月
以

前
に
出
生
さ
れ
た
方
に
は
ど
う
す

る
か
、
義
務
教
育
ま
で
の
全
員
の

方
を
対
象
に
す
べ
き
か
な
ど
実
施

は
な
か
な
か
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
な
お
、
第
三
子
以
降
の
子
供
が

い
る
家
庭
に
対
し
て
は
、
児
童
手

当
の
倍
額(

月
額
一
万
円)

支
給
や
、

保
育
所
保
育
料
を
十
分
の
一
に
減

額
す
る
な
ど
の
優
遇
措
置
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
︵
町
民
課
︶

問
⑵
　
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

　
団
塊
の
世
代
の
退
職
を
迎
え
て

心
豊
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
高
齢
者
の
働
く
場
所
つ
く
り
を

考
え
て
下
さ
い
。

答
⑵
　
空
き
工
場
を
町
が
取
得
、

整
備
し
、
企
業
に
使
用
し
て
い
た

だ
く
貸
工
場
整
備
事
業
や
第
三
セ

ク
タ
ー
の
健
全
経
営
の
ほ
か
、
農

業
部
門
に
お
い
て
は
島
根
ワ
イ
ナ

リ
ー
専
用
ぶ
ど
う
園
の
誘
致
な
ど

に
よ
り
雇
用
の
拡
大
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
こ
の
中
で
高
齢
者
の
雇

用
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
︵
地
域
振
興
課
︶

　
本
町
で
は
他
町
村
に
先
駆
け
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
法
人

化
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
人
材
セ
ン
タ
ー
の
業
務

量
の
確
保
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

積
極
的
な
人
材
登
録
・
活
用
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
︵
健
康
福
祉
課
︶

問
⑶
　
合
併
以
降
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
遅
れ
て
い
た
横
田
地

域
に
相
当
な
予
算
が
投
入
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
町
民
の
一
体
感
を
醸
成
し
て
、

活
力
あ
る
奥
出
雲
町
に
す
る
こ
と

は
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
と

も
公
平
な
予
算
執
行
を
お
願
い
し

ま
す
。

答
⑶
　
新
町
発
足
以
来
三
ヶ
年
で
、

情
報
基
盤
や
上
下
水
道
の
整
備
な

ど
旧
両
町
の
生
活
基
盤
の
均
衡
を

進
め
、
地
域
格
差
の
解
消
は
も
と

よ
り
、
町
民
誰
も
が
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
に
向
け
、
県
内
市
町
の

中
で
も
突
出
し
た
予
算
規
模
を
確

保
し
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
︵
企
画
財
政
課
︶

問
３
　
効
率
的
な
予
算
執
行
が
図

れ
る
よ
う
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を

考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
説
明
下
さ
い
。

答
３
　
本
町
で
は
、
県
内
で
唯
一

合
併
を
機
に
旧
町
の
職
員
給
与
の

｢

ワ
タ
リ
制
度｣

を
廃
止
し
、
国
家

公
務
員
に
準
じ
た
給
与
の
適
正
化

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
更
に
は
、

行
財
政
改
革
へ
の
集
中
プ
ラ
ン
に

沿
っ
て
、
給
与
水
準
の
引
き
下
げ

パ
　
ー

セ
ン
ト


